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問題 Sを実部，虚部ともに整数であるような 0以外の複素数全体の集合，Tを偏角が 0以上 ¼
2
未満であるよう

な Sの要素全体の集合とする。ただし，複素数 zの偏角を argzとするとき 0 · argz < 2¼の範囲で考えること

とする。また，iは虚数単位とする。以下の問いに答えよ。

(1) ® = 2，¯ = 1+ i，° = 1のとき， ®¯° の値を求めよ。

(2) 複素数 zについて，argz = ¼
8
のとき arg(iz)の値を求めよ。

(3) ®，¯，°を Tの要素とする。このとき，0< ®¯° ·
B

5を満たす ®，¯，°の組の総数 kの値を求めよ。

(4) ®，¯，°を Sの要素とする。このとき，0< ®¯° ·
B

5および

¼
8
· arg(®¯°)< 5

8
¼

を満たす ®，¯，°の組の総数をmとするとき，mを kで割った商と余りを求めよ。
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